
整理番号
■ 総合計画（後期基本計画）

１ 関連する個別計画

平成18年度～

平成32年度

平成19年度～

平成23年度

２ 施策目的（何を対象にどのような状態にしたいのか・どのような状態に持っていきたいのか）

３ 目標値など

（H17） （H20） （現状）

ごみの減量化をめざします ごみの減量化（1人／日当たり） 1,043g H15 1,030g（1,046ｇ） H20 1,083ｇ H23 1,000g以下 H26

ごみの不適切な処理を許しません 不法投棄・焼却苦情件数 新規 - 33件 H20 25件 H23 23件 H26

（現状）

不法投棄・焼却苦情件数 33件 H20 25件 H23 23件 H30

ごみの排出量（1人／日当り） 1,030g H20 1,083g H23 1,000g以下 H30

ごみ減量優良協力店認定数 0店舗 H20 0店舗 H23 20店舗 H30

本市におけるごみの排出量 目標値（H22：22,478ｔ/年） 24,918ｔ/年 H17 23,935ｔ/年 H23 22,478ｔ/年 H32

本市におけるリサイクル率 目標値（H22：25.0%） 23.7% H17 H23 30.0% H32

本市における焼却処理量 目標値（H22：17,107ｔ/年） 18,243ｔ/年 H17 16,904ｔ/年 H23 16,821ｔ/年 H32

本市における最終処分量 目標値（H22：5,119ｔ/年） 6,534ｔ/年 H17 8,237ｔ/年 H23 3,657ｔ/年 H32

生活排水処理率 29.5% H17 H23 84.9% H32

し尿処理量 H22目標値：28,361ｋｌ/年 36,591ｋｌ/年 H17 31,942ｋｌ/年 H23 14,398ｋｌ/年 H32

浄化槽汚泥処理量 H22目標値：9,454ｋｌ/年 11,738ｋｌ/年 H17 12,162ｋｌ/年 H23 13,727ｋｌ/年 H32

下水道汚泥処理量 H22目標値：387t/年 307t/年 H17 1,298t/年 H23 2,376ｔ/年 H32

京丹後市合理化事業計画 39台 H18 35台 H23 29台 H23

14 59 11 48 50 57 58 19 22 24 68 69 78 # 80

４ 評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

1

2

3

4

1

2

18.4%

1 ごみ処理・リサイ
クル体制の整備

一般廃棄物処理業務等の有するし尿等の処
理に係る車両

し尿等処理の適正化に向
けて業者に対する転換業
務等の可能な支援措置を
講じる

環境に負荷を与えない暮ら
しをするまち

限りある資源を有効に活用
するまち

限りある資源を有効に活用
するまち

事業内容（実績） 担当課

予算額（単位：千円）

H23決算額

3 不法投棄・不法焼
却対策の推進

4 し尿、汚泥対策の
推進

水洗化・生活雑排水処理
人口／計画処理区域内人
口、（H22目標値：46.7%）

峰山最終処分場管理運営事業 市民課

478,666 492,115

施策方針 事務事業

京丹後市一般廃棄物処理基本計画

計
1,300,288 1,349,569

(817,289)

S－ －
18,342 19,435

義務 －
現状維
持峰山最終処分場の管理運営(総搬入量799,820㎏) (16,475)

－ － 1,2単費 －

S
現状維
持峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの管理運営(総搬入量18,441,760㎏) (376,324)

－ － 1,2単費 － － －－
峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業 市民課

義務

10

ごみ・廃棄物対策

環境循環都市 所管部局長の氏名

木村 嘉充

所管部局

市民部

施 策 評 価 調 書

施策名

政策名

③

Ⅱ

（一般財源）

財政
負担

単独
事業

事業
種別

対象
実施
手法 数値

S
現状維
持

1,2－

施策
目的

－

関与必要性

事務事業評価結果 施策評価結果

義務 単費 － － －

施 策
貢献度

今後の
方向性説明

含む
市指定ごみ袋販売事務・ごみの収集運搬業務

根拠
法令

206,068 210,438塵芥収集事業 市民課

(140,813)

H24予算額

有害ごみ処理事業 市民課 維持
管理

市民 委
4,094 4,378 国規

定
－ S

現状維
持使用済み乾電池等の処理経費(ﾘｻｲｸﾙ処分量：乾電池26,520㎏、蛍光灯管16,700㎏) (4,378)

7
生活維持

確保
1,2単費

塵芥処理一般経費 市民課 維持
管理

市民 直・委
1,018 1,026

なし 含む A
現状維
持旧尾坂埋立処分地湧水処理施設の維持管理・水質等検査、矢田地区旧不燃物処理場の水質等検査 (1,026)

7
生活維持

確保
1単費

一般廃棄物処理基本計画策定事業【明許繰越】 市民課

平成18年度に策定した計画について、国府の目標数値との整合性や現状に合わせて見直すもの (924)

- 924
平成23年度から平成24年度への繰越事業

清掃総務一般経費 市民課2 ごみ減量化の推
進

サー
ビス

市民 直・負・他
7,496 6,578

なし 含む A
現状維
持廃棄物減量等推進審議会を開催(11回)、地元自治会で分別指導の啓発・指導を実施(ｽﾃｰｼｮﾝ数412か所) (6,578)

7
生活維持

確保
2単費

不法投棄対策事業 市民課
－ － －

442 350 国規
定

－ A
現状維
持不法投棄防止ネット工事の実施及び啓発看板の設置、不法投棄された廃棄物の回収(処分手数料) (350)

7
生活維持

確保
3単費

し尿収集事業 竹野川衛生センター
－ － －

206,826 193,131
義務 － A

現状維
持市内の各衛生ｾﾝﾀｰにおけるし尿収集業務経費(し尿収集件数47,187件) (80,264)

－ － 1単費

網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター
－ － －

66,089 79,347
義務 － A

現状維
持網野町のし尿処理、浄化槽汚泥の処理業務・施設管理 (33,196)

－ － 1単費

竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター
－ － －

122,046 158,616
義務 － A

現状維
持峰山・大宮・弥栄・丹後町域のし尿処理・浄化槽汚泥処理、市内全域の公共下水道汚泥処理 (40,146)

－ － 1単費

久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業 竹野川衛生センター
－ －

68,312 71,523
義務 －

現状維
持久美浜町のし尿処理、浄化槽汚泥の処理及び施設管理 (28,407)

－ － 1単費 －

大宮最終処分場管理運営事業 市民課
－ － －

19,301 16,567
義務 － S

現状維
持大宮最終処分場の管理運営(総搬入量1,843,900㎏) (10,327)

－ － 1,2単費

網野最終処分場管理運営事業 市民課
－ － －

59,218 57,940
義務 － S

現状維
持網野最終処分場の管理運営(総搬入量2,774,940㎏) (47,940)

－ － 1,2単費

久美浜最終処分場管理運営事業 市民課

久美浜最終処分場の管理運営(総搬入量632,790㎏) (30,141)
－

42,370 37,201
義務 － 単費 －

備考

京丹後市一般廃棄物処理基本計
画

一般廃棄物（ごみ及び生活排水）の処理事業を行う際の基本的な考え方や施策目標、及び目標を達成するための主要施
策・方針を定めたもの

平成19年3月
中間目標年度：平成22
年度
平成24年度見直し予定

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

第2次計画認可（平成
24年2月）

京丹後市合理化事業計画
下水道の普及により大きな影響を受けると予測される一般廃棄物処理業務等に関し、当該業務に携わる業者への経営に
影響を与えると予測される時期において支援策を実施し、将来にわたり、し尿等の適正な処理を確保するとともに、一般廃
棄物処理業者等の業務の安定を保持することを目的に策定するもの

平成19年3月

No. 施策目的 関連する施策方針

1 ごみ処理・リサイクル体制の整備
1

一般廃棄物（ごみ及びし尿・浄化槽汚泥）について、適切な収集運搬及び施設の維持管理を行うことで、適正な廃棄物処理を行い、安心快適な市民生
活を確保する。 4 し尿、汚泥対策の推進

2 市民・事業者・行政が一体となり、ごみ排出量を削減することにより、ごみ処理コスト及び環境負荷を軽減し、限りある資源の消費削減と有効活用を行う。 2 ごみ減量化の推進

総合
計画

めざす目標
指標名 総合計画作成時 後期基本計画作成時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度 （H26） 年度

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考

京丹後市環境基本計画

計画策定時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度

3 不法投棄・不法焼却対策を推進し、自然環境や生活環境の悪化を防止する。 3 不法投棄・不法焼却対策の推進

42.5%

S
現状維
持

－ 1,2－ －

A

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ

- 1 -



５．今後の施策展開について

財源が減少していく
中で、効率的・効果
的に施策を推進する
ために、どのように施
策展開を図っていく
のか

No. 歳出抑制の考え方

1 民間団体が行っている「廃食油回収」「生ごみリサイクル」などを推進することにより、焼却コストを抑制する。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

ＡＣＴＩＯＮ

- 2 -



01

Ⅱ ③

① ②

○需用費

・消耗品 千円

（可燃ごみ袋大180万枚・小65万枚・ミニ15万枚、資源ごみ回収ボックス等）

・印刷製本費（ごみ収集カレンダー） 千円

○役務費

・手数料（ごみ袋販売手数料） 千円

ごみ袋販売委託業者（H24.3.31現在） 175業者（199店舗）

ごみ袋販売枚数 （単位：枚）

○委託料

・一般廃棄物収集委託料（7業者） 千円

〈家庭ごみ収集運搬業務〉

105,400

大 小 ミニ

38,600

661,500 167,4001,682,000

家庭から、ごみステーションに出された一般廃棄物（ごみ）の収集運搬業務
を民間へ委託し、円滑なごみ収集運搬を行った。

206,071千円

環境循環都市

99.9 %

不 用 額

計画項目

可燃

不燃

基本方針

○分別収集の実施により、ごみの減量化とリサイクルの推進を図ることができた。また、ごみの
収集運搬を円滑かつ適切に実施することにより、市民生活の維持・確保につながった。
○市民生活の維持・確保に向けて、今後も家庭ごみに係る収集運搬業務の安定履行に努めるとと
もに、ごみの減量化及びリサイクルの推進を図る必要がある。

分別収集によってごみの減量化及びリサイクルの推進を図り、ごみの収集運搬を円滑かつ
合理的に行い清潔で美しいまちづくりを目指す。

4千円

185,138

13,321

66,171千円

02塵芥収集事業

決算書 Ｐ.184

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

02塵芥処理費02清掃費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 可燃ごみ（ごみ袋）処理手数料

手数料 粗大ごみ収集手数料

251

7,358

3千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

事 業 所 管 課

04衛生費

206,068千円

目
的

評
価
・
課
題
等

塵芥収集事業

市民部／市民課

- 3 -
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Ⅱ ③

① ②

○クリーンセンター運営管理委託料 千円

○クリーンセンター整備工事設計監理委託料 千円

○クリーンセンター整備工事費（焼却施設修繕・維持工事） 千円

○汚染負荷量賦課金 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、施設運用協力金等） 千円

【峰山クリーンセンター搬入状況】

可燃ごみ焼却量 ㎏ ダイオキシン類測定調査結果(H23.12.5、7測定)

資源ごみ処理量 ㎏ 1号炉 ng-TEQ/N㎥

アルミ缶 ㎏ 2号炉 ng-TEQ/N㎥

スチール缶 ㎏ 3号炉 ng-TEQ/N㎥

無色ビン ㎏ 4号炉 ng-TEQ/N㎥

茶色ビン ㎏ 1.2号炉焼却灰 ng-TEQ/ｇ

その他ビン ㎏ 3.4号炉焼却灰 ng-TEQ/ｇ

PETボトル ㎏ 飛灰(薬品処理後) ng-TEQ/ｇ

その他ﾌﾟﾗ容器 ㎏ ※ 排ｶﾞｽ中のﾀﾞｲｵｷｼﾝ類基準値：0.1ng

発泡スチロール ㎏ ※ ngの単位は、10億分の1ｸﾞﾗﾑ

16,903,590

○市内で発生する可燃ごみ及び資源ごみを円滑かつ適正に処理することができた。また、峰山ク
リーンセンターの焼却処理による排ガス中のダイオキシン類を含む公害関係の検査結果はいずれ
も法定基準値内であり、施設の安全稼働が確認できた。
○施設の稼動予定年限である平成28年度末を控え、現在、施設の在り方について検討中である。

0.0024

316,930

23,420

64,800 0.0023

103,884 0.00036

1,041,514 0.0046

202,060 0.13

18,500 0.0000048

111,460 0.0058

200,460

H21 18,673,140 Δ3.3% 11,442,320

H23 18,441,760 2.2% 11,279,830

H22 18,050,490 Δ3.3% 11,163,520

132,300

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

520

100,818

峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ持込ごみ処理手数料 31,900千円

44,800千円

未来づくり交付金（峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ整備事業） 8,778千円

資源ごみ売却代金 13,059千円

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

市内から発生する一般廃棄物（可燃ごみ・資源ごみ）を処理するため、必要な経費を支出
した。また、施設見学や出前講座を通じて、京丹後市のごみの現状、ごみ減量化及びリサイ
クルの大切さなどについて啓発を行った。

基本方針 計画項目環境循環都市

99.9 %

2,625

手数料

142千円

7,161,930

6,886,970

7,230,820

総搬入量 収集委託業者 直接持込

市債 峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ整備事業債（未来づくり資金）

府補

諸収入

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費04衛生費

峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業

02塵芥処理費 03峰山ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書 Ｐ.184

事 業 所 管 課

478,666千円

目
的

評
価
・
課
題
等

市民部／市民課

197千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 公有財産使用料

242,403

決 算 額

市内で発生する可燃ごみ、資源ごみを円滑かつ適正に処理するための中間処理（焼却、分
別保管）施設の維持管理業務を行う。

478,863千円

不 用 額最 終 予 算 額

- 4 -



01

Ⅱ ③

① ②

主な経費

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○粗大ごみ（廃家電品処理手数料） 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、施設運用協力金等） 千円

【峰山最終処分場搬入状況】

※搬入状況には、焼却灰を含んでいない。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.20測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

※pgの単位は、1兆分の1グラム

＜リサイクル処理量＞

㎏ ㎏

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。また、浸出水処
理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼動が確認で
きた。
○施設の稼動予定年限である平成27年度末を控え、埋立ごみ減量化に向けた取り組みの推進と、
次期施設の検討が必要である。

9,961

0.000082

0.000067

0.045

733,080

706,720

666,700

2,141千円

手数料 不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料 570千円

H21 884,530 Δ18.1% 177,810

金属類（売却）

H22 850,100 Δ3.9% 117,020

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

事 業 所 管 課 市民部／市民課

諸収入 資源ごみ売却代金 927千円

主
な
財
源

04衛生費

18,342千円

目
的

評
価
・
課
題
等

峰山最終処分場管理運営事業

38千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費

基本方針 計画項目環境循環都市

18,380千円

最 終 予 算 額 不 用 額

02塵芥処理費

決 算 額

市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）、不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

04峰山最終処分場管理運営事業

決算書 Ｐ.186

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

99.7 %

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 峰山最終処分場持込ごみ処理手数料

553

331

7,497

H23 799,820

峰山最終処分場では、不燃ごみの処理を行っており、主に峰山町地域から搬入された廃棄
物の中から再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別をしてリサイクル処理を行ったこ
とにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上を図った。

47,710 24,240廃家電品（処分）

Δ5.9% 133,120

総搬入量 収集委託業者 直接持込
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01

Ⅱ ③

① ②

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○粗大ごみ（廃家電品処理手数料） 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、施設運用協力金等） 千円

【大宮最終処分場搬入状況】

※搬入状況には、焼却灰を含んでいない。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.21測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg

古紙類（売却） kg
手数料

諸収入 資源回収の古紙販売代金

107,340

0.0018

0.094

13,100廃家電品（処分）

直接持込

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

総搬入量 収集委託業者

H21 1,929,450 △15.9% 335,520

H22 2,069,210 7.2%

05大宮最終処分場管理運営事業

決算書 Ｐ.186

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市 計画項目

02塵芥処理費

市内で発生する不燃ごみ、不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源化）し、浸出水処
理施設等の維持管理業務を行う。

19,301千円

287

99.6 %

7,573

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

目
的

0.0019

19,363千円

H23

179

11,262

1,722,120

1,961,870

1,593,930

1,843,900 △10.9% 121,780

評
価
・
課
題
等

大宮最終処分場管理運営事業

62千円

22,090

5,640

大宮最終処分場では、不燃ごみの処理を行っており、主に大宮町地域から搬入された廃棄
物の中から再生可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別をしてリサイクル処理を行ったこ
とにより、埋立ごみの抑制と再資源化の向上を図った。

不 用 額

基本方針

決 算 額

大宮最終処分場持込ごみ処理手数料

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費04衛生費

事 業 所 管 課 市民部／市民課

5,485千円

諸収入 資源ごみ売却代金 429千円

39千円

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。また、浸出水処
理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼動が確認で
きた。
○施設の稼動予定年限である平成34年度末を控え、埋立ごみ減量化に向けた取り組みの推進と、
次期施設の検討が必要である。

主
な
財
源

- 6 -



01

Ⅱ ③

① ②

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○遮水シート点検委託料 千円

○浸出水処理施設整備工事（施設の修繕･保守点検等整備） 千円

○粗大ごみ（廃家電品処理手数料） 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、施設運用協力金等） 千円

【網野最終処分場搬入状況】

※Ｈ21年は海岸ごみにより増量。 ※搬入状況には、焼却灰を含んでいない。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.20測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg25,910廃家電品（処分）

網野最終処分場では、不燃ごみの処理を行っており、主に網野・丹後・弥栄町地域から搬
入された廃棄物の中から再資源可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別・リサイクル処理
と、その他不燃ごみの埋立を行った。

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。また、浸出水処
理施設から放流する水質の検査結果は、いずれも法定基準値内であり、施設の安全稼働が確認で
きた。
○施設の稼動予定年限である平成28年度末を控え、埋立ごみ減量化に向けた取り組みの推進と、
次期施設の検討が必要である。

75,340

25,375

19,814

1,190

725

11,760

354

事 業 所 管 課

04衛生費

59,218千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野最終処分場管理運営事業

市民部／市民課

212千円 99.6 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費 02塵芥処理費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 網野最終処分場持込みごみ処理手数料

市債 網野最終処分場整備事業債（未来づくり資金）

府補

諸収入

収集委託業者

不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料

市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）、不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、 浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

2,728千円

手数料

06網野最終処分場管理運営事業

決算書 Ｐ.188

59,430千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市

1,653千円

8,800千円

未来づくり交付金（網野最終処分場整備事業） 740千円

資源ごみ売却代金 1,463千円

総搬入量 直接持込

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

2,494,700

1,494,280

H23 2,774,940 58.3% 280,240

H22 1,753,120 △ 70.4％ 258,840

0.000085

0.0057

0.016

291,960H21 5,928,620 330.0% 5,636,660
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01

Ⅱ ③

① ②

○最終処分場運営管理委託料 千円

○水質検査等委託料（ダイオキシン類含む） 千円

○粗大ごみ（廃家電品処理手数料） 千円

○その他の経費（薬品代、光熱水費、施設運用協力金等） 千円

【久美浜最終処分場搬入状況】

※Ｈ21年は海岸ごみにより増量。 ※搬入状況には、焼却灰を含んでいない。

＜放流水及び地下水ダイオキシン類測定結果＞（H23.10.20測定）

放流水ダイオキシン類 pg-TEQ/ℓ（基準値：10pg）

地下水ダイオキシン類（上流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

地下水ダイオキシン類（下流） pg-TEQ/ℓ（基準値：1pg）

＜リサイクル処理量＞

金属類（売却） kg kg14,610廃家電品（処分）

42,495千円

○市内で発生する不燃ごみ及び不燃性粗大ごみを適正に処理することができた。また、浸出水処
理施設から放流する水質の検査結果は、法定基準値内であり、施設の安全稼動が確認できた。
○施設の稼動予定年限である平成26年度末を控え、埋立ごみ減量化に向けた取り組みの推進と、
次期施設の検討が必要である。

久美浜最終処分場では、不燃ごみの処理を行っており、主に久美浜町地域から搬入された
廃棄物の中から再資源可能な廃棄物（金属類や廃家電品）の分別をしてリサイクル処理を
行った。

508,490

947,740

1,458千円

府補 未来づくり交付金（久美浜最終処分場整備事業）

07久美浜最終処分場管理運営事業

決算書 Ｐ.190

512,710

23,030

764

215

18,361

収集委託業者 直接持込

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 久美浜最終処分場持込みごみ処理手数料

市債 久美浜最終処分場整備事業債（未来づくり資金）

市内で発生する不燃ごみ（焼却灰含む）、不燃性粗大ごみを適正に処理（埋立・再資源
化）し、 浸出水処理施設等の維持管理業務を行う。

総搬入量

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費 02塵芥処理費

事 業 所 管 課

04衛生費

42,370千円

目
的

評
価
・
課
題
等

久美浜最終処分場管理運営事業

市民部／市民課

125千円 99.7 %

不 用 額

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

H23 632,790 2.1% 120,080

1,087,660 76.2% 139,920

H22 619,790 △ 43.0％ 111,300

H21

0.00024

0.00026

0.0025

56,260

手数料 不燃ごみ(ごみ袋)処理手数料 1,155千円

2,400千円

1,211千円資源ごみ売却代金

1,130千円

諸収入

- 8 -



01

Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費（蓋空きドラム缶等） 千円

○委託料

有害ごみ処理委託料

・蛍光管処理委託料（73円／㎏） 千円

※久美浜最終処分場分のみ、蛍光管粗破砕機につき処理単価は68円／㎏

・蛍光管運搬処理管理委託料（2円／㎏） 千円

・乾電池処理委託料（65円／㎏） 千円

【乾電池、蛍光管の処理状況】

26,100 17,380

H23

蛍光管

重量（㎏） 対前年度 重量（㎏） 重量（㎏）

Δ0.6％ 26,520

有害ごみ（乾電池、蛍光管）の分別は定着してきたが、不燃ごみに混入している乾電池も見受
けられるため、的確な分別及び回収ができるように広報などにより積極的に周知していく必要が
ある。

24,040 16,910

16,700

H22 43,480 6.2%

43,220

46.2%

市内から発生する使用済み乾電池など水銀を含む製品を無害な処理・処分をするため、必
要な経費を支出した。

Ｐ.190

4,610千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

88.8 %516千円

決算書

市内で発生する使用済みの乾電池や蛍光管を円滑かつ適正に処理し、再資源化を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要 1,810

413

1,838

33

総処理量 乾電池

H21 40,950

主
な
財
源

08有害ごみ処理事業

決 算 額 執 行 率

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 基本方針

(②－①)

環境循環都市

02塵芥処理費

事 業 所 管 課

04衛生費

4,094千円

目
的

評
価
・
課
題
等

有害ごみ処理事業

市民部／市民課

02清掃費

計画項目

不 用 額
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01

Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費（薬品代等） 千円

光熱水費 千円

○委託料

水質検査等委託料（旧尾坂埋立処分地、旧不燃物処分場） 千円

○使用料及び賃借料

土地借上料（旧尾坂埋立処分地：地権者4人） 千円

○公課費

汚染負荷量賦課金（旧丹後半島清掃センター） 千円

汚染負荷量賦課金（旧久美浜町清掃センター） 千円

最終処分場跡の水質等検査の結果は、いずれも法定基準値内であるが、環境負荷への監視の必
要性がなくなるまで、現状の水質検査を行う必要がある。

決 算 額

346

旧尾坂埋立処分地（網野町尾坂）の湧水処理施設の維持管理及び水質等検査並びに旧不燃
物処分場（峰山町矢田）の水質等検査を行う。

執 行 率(②－①)

87.9 %

50塵芥処理一般経費

事 業 所 管 課

1,018千円

目
的

評
価
・
課
題
等

市民部／市民課

140千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

270

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費

基本方針

04衛生費

塵芥処理一般経費

環境循環都市

02塵芥処理費

309

49

35

※汚染負荷量賦課金
公害健康被害補償制度（昭和49年9月）により、補償給付及び公害保険福祉事

業に必要な費用の相当分をばい煙発生施設設置者から徴収し、公害健康被害への
補償へ充てるものであり、その納付義務者は、昭和62年4月1日にばい煙発生施
設等を設置し、更にその施設が硫黄酸化物を排出するもので、最大ガス量の合計
が基準以上であった施設が対象。現在、施設は無いものの、公害健康被害への補
償が終了するまで支出する必要がある。

決算書 Ｐ.190

1,158千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

不 用 額

9

旧尾坂埋立処分地の湧水処理施設の保守管理（機器点検、薬品補充、沈殿物場外処分
等）、旧不燃物処理場に係る井戸水及び排水重金属検査並びに旧丹後半島清掃センター及び
旧久美浜町清掃センターの汚染負荷量賦課金を支出した。

計画項目

- 10 -



01

Ⅱ ③

① ②

○廃棄物減量等推進審議会経費 千円

委員報酬（19人） 千円 費用弁償 千円

・諮問内容

1、一般廃棄物処理基本計画の策定について（継続審議中）

2、廃棄物処理施設設置（類似施設含む）に伴う

地元対策交付金について（答申：H23.8.26）

3、廃棄物処理施設の維持管理費について（答申：H24.2.29）

4、し尿処理手数料について（答申：H23.8.26）

○報償費

報償金（廃棄物減量等協力謝金） 千円

○その他経費（旅費、書籍追録、京都府廃棄物対策協議会負担金等） 千円339

か所

計 6,373 千円 412 か所

久美浜市民局管内 1,130 千円 100

か所

弥栄市民局管内 607 千円 36 か所

丹後市民局管内 713 千円 101

か所

網野市民局管内 1,520 千円 88 か所

大宮市民局管内 1,077 千円 38

協 力 金 ステーション数

峰山市民局管内 1,326 千円 49 か所

50清掃総務一般経費

決算書 Ｐ.182

7,578千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（廃棄物減量等協力謝金）

各自治会の協力を得て、資源ごみステーションでの分別収集の指導・啓発を実施し、ごみ
減量化やリサイクルに関する意識の向上を図る。

6,373

784

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費 01清掃総務費

事 業 所 管 課

04衛生費

7,496千円

目
的

評
価
・
課
題
等

清掃総務一般経費

市民部／市民課

82千円 98.9 %

不 用 額

○諮問事項について、審議会の答申をいただき、方向性を明確にすることができた。
○可燃ごみ焼却施設の今後の施設整備方針を検討中のため、京丹後市一般廃棄物処理基本計画の
策定にかかる答申も、平成24年度の予定となった。

700

ごみの減量化を推進するため、資源ごみステーションで地元自治会の協力
を得て、分別指導の啓発を行った。

廃棄物減量等推進審議会へ下記の事項について、平成23年6月2日に諮問
し、計11回の審議を行い、答申を受けた。 ※継続の諮問あり。

84

3,000千円

- 11 -



02

Ⅱ ③

① ②

○需用費

消耗品費（不法投棄防止看板5枚） 千円

○役務費

手数料（タイヤ92本処分費） 千円

○工事請負費

不法投棄防止ネット工事（市道妙け谷五反田線、石丸地内） 千円

（京都府との共同事業 総事業費368千円のうち京丹後市分）

○不法投棄の多い箇所については、京都府と共同で「不法投棄防止ネット」の設置を行い、投棄
防止及び啓発による抑止効果を図った取り組みを行った。
○地域の意識（監視）の向上を高める取り組みなどを今後も継続する。
○不法投棄行為者の摘発を始め、市民・事業者に対して、「ごみ排出者の責任」及び「山林等へ
の不法投棄は違法行為」であることの啓発を行い、更なる不法投棄の防止を図っていく。

環境への負荷が大きい不法投棄の防止対策のため、不法投棄防止ネット及び不法投棄禁止
等の啓発看板の設置をはじめ、不法投棄物の回収について、警察や保健所等と協力し、撤去
を行った。（回収件数24件）

192

227

63千円

不法投棄の防止対策のため、不法投棄抑止のネット、看板等の設置により抑止啓発に努め
るとともに、不法投棄された廃棄物の撤去回収を実施する。

決 算 額

87.5 %

不 用 額 執 行 率(②－①)

442千円

目
的

505千円

最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01保健衛生費

基本方針

04衛生費

不法投棄対策事業

07環境衛生費

環境循環都市

03環境美化保全対策事業

決算書 Ｐ.172

ごみ・廃棄物対策計画項目

事 業 所 管 課 市民部／市民課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

評
価
・
課
題
等

23
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01

Ⅱ ③

① ②

○し尿収集、運搬の概要

網野町域は市が直営で行い、その他の町域は業者委託で行った。

・直 営：網野衛生センター管内（し尿収集運搬車5台、市職員6人、臨時職員2人）

・委託業者：竹野川衛生センター管内2社

久美浜衛生センター管内1社

○申込方法及び手数料の納付方法

・申込方法：ハガキ、ファックス、メール、計画収集（申請による計画的な収集）

・納付方法：し尿処理券、口座振替

［各衛生センターのし尿収集等実績］

［収集に要した主な経費］

・臨時職員（網野衛生センターし尿収集作業員2人） 千円

千円

・申込ハガキ印刷費（印刷製本762千円、ハガキ代650千円） 千円

・郵便代（し尿処理券利用者送付用、センター受領書送付用等） 千円

・し尿収集運搬委託料（3業者） 千円

・し尿処理券販売委託料（市内全域販売店数130店舗） 千円

・し尿収集運搬車（3ｔ）１台（網野衛生センター管内用） 千円

・し尿収集運搬車積載VCメーター2台（竹野川衛生センター管内用） 千円

（し尿対象人口はH24.3.31現在）

31,942 168,498

16,942

11,047

5,504

33,493

し尿対象人口(人)

129,126

直営

・し尿収集車（直営）費用（燃料代1,691千円、修繕3,760千円等）

1,412

○計画収集の積極的な推進及びし尿収集運搬車関連備品の整備により安定したし尿収集運搬業務
を行うことができた。
○平成22年度から実施した集落別計画収集を元に、遠距離地域である丹後町筆石、乗原、此代地
区を集落別計画収集エリアとして新規に拡大し、計画表に沿ったし尿収集作業を行うことで運搬
効率を上げることができた。
○今後も、個人別及び集落別の計画収集を積極的に推進することにより事業の効率化を図る。

8,074

114,298千円

市債 し尿収集車整備事業債（合併特例債） 7,600千円

4,759

事 業 所 管 課

04衛生費

206,826千円

目
的

評
価
・
課
題
等

し尿収集事業

市民部／竹野川衛生センター

613千円 99.7 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費 03し尿処理費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 し尿処理手数料

竹野川衛生センター（峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域）、網野衛生センター（網野町
域）、久美浜衛生センター（久美浜町域）の各施設において、し尿収集業務を行う。

02し尿収集事業

決算書 Ｐ.192

207,439千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市

収集委託(千円)

5,124

7,289

5,208

6,462

168,498

10,971

4,911

区 分 収集件数(件) 収集量(kl)

39,372

合 計

25,606

15,718

5,863

47,187

竹野川衛生センター

網野衛生センター

久美浜衛生センター

16,060
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01

Ⅱ ③

① ②

・網野町域のし尿及び浄化槽汚泥の適切な処理を行った。

[し尿及び浄化槽汚泥処理実績] （件、kl）

［施設管理運営に要した主な経費］

・消耗品費（薬品類、事務用品等） 千円

・燃料費（重油代、車両燃料代） 千円

・光熱水費（電気代、水道代） 千円

・役務費（通信運搬費、保険料） 千円

・施設維持業務委託料 千円

（運転管理28,980千円、貯留槽清掃2,326千円、その他842千円）

・工事請負費 千円

オゾン整備、凝沈汚泥引抜ポンプ整備等

・施設機械修繕費（破砕機、し渣ホッパー修繕等） 千円

・その他 千円

コピー機借上料、テレビ受信料

・施設の管理は市職員（1人）が行い、運転は民間業者に委託した。

8,000

4,935

10,971

区 分
し 尿

収集件数 処理量

15,718網野町

36

○し尿及び浄化槽汚泥について、処理業務を停滞することなく適切に管理運営することができ
た。
○昭和62年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、徹
底した維持管理に努め、必要最小限の修繕により、施設の存続を図る必要がある。

179

2,370

府補 未来づくり交付金（網野衛生ｾﾝﾀｰ施設整備事業） 300千円

市債 3,700千円

48,708千円

手数料 浄化槽汚泥処理手数料 1,891千円

03網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書 Ｐ.194

66,213千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策

執 行 率(②－①)

環境循環都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 し尿処理手数料

網野町域のし尿及び浄化槽汚泥の処理業務を行う。

32,148

し尿処理施設整備事業債（未来づくり資金）

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費 03し尿処理費

事 業 所 管 課

04衛生費

66,089千円

目
的

評
価
・
課
題
等

網野衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

市民部／竹野川衛生センター

124千円 99.8 %

不 用 額

4,976

13,445

処理量

浄化槽汚泥

772 2,248

収集件数

さ
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Ⅱ ③

① ②

[し尿及び浄化槽汚泥処理実績] （単位：件、kl） [下水道汚泥処理実績]

[施設管理管理運営に要した主な経費]

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

網野町

丹後町

弥栄町

合 計

・消耗品費（薬品類、事務用品等）

・施設維持業務委託料（運転管理34,524千円、その他6,766千円）

・燃料費（重油代、車両燃料代）

収集件数

・光熱水費（電気代、水道代）

・役務費（通信運搬費、手数料、保険料）

1,946 6,156

5,079

794

・地元交付金（弥栄町和田野区）

・工事請負費（ろ過塔、活性炭吸着塔交換整備等）

・施設機械修繕費（破砕機、汚泥乾燥焼却ダクト修繕等）

・備品購入費（汚泥沈殿槽用汚泥界面検知器 1台）

11,722

浄化槽汚泥処理手数料

1,200

9,975

5,733

24,023

27,407

359

41,290

・その他（コピー機借上料、重量税等）

○し尿及び浄化槽汚泥並びに下水道汚泥について、処理業務を停滞することなく適切に管理運営
することができた。
○平成11年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、徹
底した維持管理に努め、必要最小限の修繕により、施設の存続を図る必要がある。

7,400千円

手数料 下水汚泥処理手数料 15,583千円

府補 未来づくり交付金（竹野川衛生ｾﾝﾀｰ施設整備事業） 640千円

600

1,119

315

農業集落排水施設(弥栄町)

久美浜浄化センター

647

収集件数

峰山町

大宮町

決 算 額

峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含
む）の処理業務並びに市内の下水道汚泥の焼却処理を行う。

1,819

手数料 5,174千円

242

70,508千円

1,298

橘浄化センター

丹後浄化センター

不 用 額

122,399千円

最 終 予 算 額

ごみ・廃棄物対策環境循環都市 計画項目

(②－①)

95

施 設 名
処理量

99.7 %353千円

2,303 峰山・大宮浄化センター

浄化槽汚泥

137

289

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 し尿処理手数料

市債 し尿処理施設整備事業債（未来づくり資金）

し 尿

92

区 分

10,740

04竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書

予 算 科 目

細 事 業 名

03し尿処理費

Ｐ.194

総 合 計 画

02清掃費

執 行 率

事 業 所 管 課

04衛生費

122,046千円

目
的

評
価
・
課
題
等

竹野川衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

市民部／竹野川衛生センター

基本方針

処理量
（t）

25,606

処理量

6,671

5,635

－

3,304

450

16,060

峰山町、大宮町、丹後町、弥栄町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含
む）並びに市内全域の下水道汚泥の適切な処理を行った。施設の管理は市職員（1人）が行
い、運転は民間業者に委託した。

合 計

477

91

88

272

370

8,993

－

781
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Ⅱ ③

① ②

・施設の運転管理等は、民間業者に委託した。

（施設管理は竹野川衛生センターの市職員が兼務）

［し尿及び浄化槽汚泥処理実績］ （単位：件、kl）

［施設管理運営に要した主な経費］

・消耗品費（薬品類、事務用品等） 千円

・燃料費（ガス代） 千円

・光熱水費 千円

（公共下水使用料49,368千円、電気代・水道代4,669千円）

・役務費（通信運搬費、手数料、保険料） 千円

・施設維持業務委託料 千円

（運転管理9,660千円、貯留槽清掃1,285千円、その他742千円）

・施設機械修繕費（ガス攪拌ブロワ、処理水配管修繕等） 千円

・その他（コピー機借上料、テレビ受信料等） 千円

125

処理量

3,202

556

5,863 4,911

浄化槽汚泥

収集件数

1,005

11,687

1,357

30

区 分

久美浜町

網野町

合 計

し 尿

収集件数 処理量

○し尿及び浄化槽汚泥について、処理業務を停滞することなく適切に管理運営することができ
た。
○平成元年4月から稼動している施設であり、今後も廃棄物処理施設長寿命化計画に沿って、徹底
した維持管理に努め、必要最小限の修繕により、施設の存続を図る必要がある。

21,617千円

3,143千円

5,863 4,911 1,130

1,068

26

54,037

3,758

107

05久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書 Ｐ.196

03し尿処理費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

手数料 し尿処理手数料

手数料 浄化槽汚泥処理手数料

－ －

決 算 額

久美浜町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含む）の処理業務を行う。

ごみ・廃棄物対策

執 行 率

68,562千円

最 終 予 算 額

計画項目

不 用 額 (②－①)

環境循環都市

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02清掃費

基本方針

・久美浜町域のし尿及び浄化槽汚泥（網野町域浄化槽汚泥の一部含む）の適切な処理を
行った。（前処理を行い、下水道施設へ移送）

事 業 所 管 課

04衛生費

68,312千円

目
的

評
価
・
課
題
等

久美浜衛生ｾﾝﾀｰ管理運営事業

市民部／竹野川衛生センター

250千円 99.6 %
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